
第５期 鶴見区地域福祉保健計画 

（鶴見・あいねっと） 

（素案） 

～たすけあい・支えあい・人と人とのネットワーク～ 

 

鶴見・あいねっと推進委員会 

鶴見区役所 

鶴見区社会福祉協議会 

意見募集期間 

令和７年１０月２０日（月）から１１月２０日（木）まで 

第５期鶴見区地域福祉保健計画（鶴見・あいねっと）の素案がまとまりました。 

広く区民の方々のご意見を反映した計画としていくため、区民の皆様のご意見を 

お聞かせください。 

なお、４章のうち 31～66ページは策定中のため未掲載です。 



はじめに 

～この冊子を手にとってくださったみなさまへ～ 

鶴見区には、いろいろな人が暮らしています。その中には、悩みごとや困りごとを抱えている

人もいます。家族や友人に相談できる人もいれば、できない人もいるかもしれません。 

日ごろからのつながりを通して、お互いに困りごとに気づき、必要な支援が届けられれば、誰

もが安心して自分らしく暮らしていくことができますね。生き生きと活動できる場で、心や体を

健やかに保つことも、大切にしていきたいですね。 

「鶴見・あいねっと」は、そうした思いをもとに、みなさん一人ひとりができることをまとめた

計画です。 まずは、「これならできそう」と思えることから、少しずつ始めてみませんか？ 

「鶴見区地域福祉保健計画」とは 

 鶴見区地域福祉保健計画（鶴見・あいねっと）は、誰もが安心して自分らしく

健やかに暮らせる地域づくりを目指し、区民の皆さま、事業者、公的機関等が福

祉保健などの地域の課題解決に協働して取り組み、身近な地域の支えあいの仕組

みづくりを進めることを目的とした計画です。 

 

「たすけあい・支え

あい・人と人とのネ

ットワーク」の意味

が込められているん

だよ。 

の

「あいねっと」は

計画の愛称で、公

募で名づけられた

んだよ。 
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あいねっとちゃんの紹介 
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データで見る鶴見

鶴見区ってどんなまち？

294000

295000

296000

297000

298000

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

人口
296,367人 生産年齢人口比 67.1％

令和７年３月末

外国籍の住民

17,179人

事業所数

10,339事業所

従業者数

112,317人

出典：令和３年経済センサス - 活動調査

面積

33.21㎢

最高地

47.2ｍ
（馬場四丁目）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鶴見区

横浜市

農林漁業 鉱業，採石業，砂利採取業
建設業 製造業
電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業
運輸業，郵便業 卸売業，小売業
金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業 宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業 教育，学習支援業
医療，福祉 複合サービス事業
サービス業（他に分類されないもの）

産業大分類構成比

０～14歳 15～64歳 65歳～

11.4

11.0

67.1

63.8

21.5

25.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鶴見区

横浜市

鶴見区

港北区

金沢区

地域を支える”ものづくりのまち”鶴見

鶴見区は、京浜工業地帯の一角として発展し、
今も多くの製造業が集まる“ものづくりのまち”
です。
多様な企業が地域経済や雇用、暮らしの安心を

支えています。

19,106人

16,741人

製造業の従業員者数
20,000 (人)0

鶴見区の製造業の従業員者数は

なんと１位なんだって！

製造業の従業員数TOP3を見てみよう！

15,427人

出典：統計情報ポータル出典：統計情報ポータル

出典：統計情報ポータル

296,000

295,000

294,000

   0

出典：令和３年経済センサス - 活動調査

令和７年３月末

出典：「鶴見区史」鶴見区史刊行委員会・建築局
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30000

西区 中区 港北区 神奈川区 鶴見区 都筑区 青葉区

従業員数

事業所数

従業者数で
５番目

鶴見区の自転車事故発生件数は

横浜市18区中ワースト１位・・・

みんな安全に
自転車に乗ろう！

出典：横浜市内の交通事故統計

ヘルメットも
忘れずにね！

市内18区中第３位

市内18区中第２位
市内18区中第３位

市内18区中第１位

市の平均に比べて
多いんだね！

若い力で活気あふれた
まちなんだね！
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主観で語る

つるみ区

あくまでも
主観だよ！

ほっこりするのも好きだ
よ。だから銭湯も愛され
てるのかな。

根拠はないけど、ワッくん
は、区のマスコット
認知度No１だと
思ってるよ。

銭湯の数も18区でNo１
なんだって。※

アンケートなどで子どもの意見
を聞いている地区

15地区/18地区

あいねっと地区懇談会に子どもが
参加している地区

３地区/18地区

民生委員充足率

97.6％

平均より
５ポイント
以上高い

全市平均 92.2％

歴史あるお祭りもたくさんあるよ！
区民まつりだって年２回開催されるよ。
みんなで盛り上がろう♪

※９か所（中区と同数）

老人クラブ設置率

全市平均 47.0％
みんなとの
交流が

元気の秘訣さ

だんぜん
トップ

歴史と文化が息づくまち
鶴見には、古墳や貝塚など、古代の
人々の暮らしや文化を伝える遺跡がた
くさんあります。

また、中世に築かれた寺尾城の跡地や、
幕末の外交事件を記録する生麦事件碑
もあります。

さらに、曹洞宗の大本山總持寺は明治
44年にこの地に移転。文化財に指定さ

れた建物も多数あり、鶴見区は時代を
超えて歴史の重みを伝えています。

ボランティア団体 登録総数※

随時参加者
募集中！

鶴見区

栄区

保土ケ谷区

88.1%

63.6%

90 (%)0

62.1%
できることから
始めよう！

延べ 240団体

鶴見には、歴史
的なみどころも
いっぱい！

（R6年度末時点）

市内18区中第１位

市内18区中第１位

人面土器

※区民活動センター・区社協・地域ケアプラザへの登録団体数

つるみ区民はとにかくお祭り好き！
１年を通してお祭りのことをよく考えているよ。
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第５期鶴見区地域福祉保健計画（鶴見・あいねっと）の方向性 

自治会・ 
町内会 
地区社協 

民生委員
児童委員
等の 

委嘱委員 

民間事業
者 

学校 
保育所等 

NPO 
法人 

ボランティ
ア 

福祉保健
施設 

公共施設
等 

地域住民 
一人ひとり 

◆「鶴見・あいねっと」とは

誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる地域を目指して、住民一人ひとりや地域活動団体、事業者、公的機関など

が、それぞれにできることを「みんな」で取り組むための計画です。 

◆「鶴見・あいねっと」の構成

・区全域で取り組む「区全体計画」は、「めざす姿」に向かうための３つの「柱」を設定しています。

・地区で話し合って策定した 18 の「地区別計画」は、地域みんなの想いを共有するものになっています。

柱１ 

多様な人や団体が参加し、 

つながっている地域 

柱２ 

困ったときにお互いに気づき、

助けあえ、支援が届く地域 

柱３ 

心も体も健やかでいられる 

地域 

≪めざす姿≫ 
誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる地域を「みんな」で作る 

地域ケアプ
ラザ 区役所 

区社協 

区全体計画 

区域の取組 

支援機関の取組 

地区別計画の 

活動を支える 

地区別計画 

地区それぞれの特徴や 

強みを生かした取組 

・私たち一人ひとりができること

・グループでできること

・地域でできること

・公的機関がやるべきこと

…などを考えていきます

≪基本理念≫たすけあい・支えあい・人と人とのネットワーク 

つながり たすけあい すこやか 

みんなで支えているんだね！ 
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心も体も健やかでいられる地域 

一生を通して自分らしくいきいきと暮らすためには、一人ひとり

が若いころから自身の健康を守る意識を持ち、取り組むことが大

切です。 

また、人との交流、生きがいや役割が持てる場や機会がある

ことは、心の健やかさにもつながります。 

一人ひとりが自ら身体と心の健やかさを保つことができる地域

を目指します。 

【めざす姿】 

○年齢や障害などに関わらず、その人の状

態に合わせて健康づくりの場に参加できる

○若いころから健康づくりに関われる

○年齢や障害等に関わらず、ボランティアや

地域活動等に参加し、居場所や役割が

持てる機会がある

柱 

Ⅲ 

多様な人や団体が参加し、 

つながっている地域 

地域での暮らしは、さまざまなつながりで成り立っています。 

鶴見区には自治会・町内会はもちろん、学校、企業、NPO

法人などの多様な団体があります。 

その潜在能力を最大限に発揮できるように、これまで以上に

さまざまな分野がつながっている地域を目指します。 

【めざす姿】 

○子どもや子育て世代など、あらゆる世代が

地域とつながっている

○福祉の分野を超え、多様な団体同士がそ

れぞれの強みを生かし協力している

○地域を支える人材が生まれる土壌がある 

○「つなぎ役」「コーディネート力」がいる・ある

○新しい交流の形や機会が増えている

柱 

Ⅰ

困ったときにお互いに気づき、助けあえ、 

支援が届く地域 

困りごとやその背景、必要とする支援は一人ひとり異なりま

す。 

相談先がわからない、困っていると言いづらい、そもそも自分が

困っているのかわからないこともあります。 

日ごろからの見守りと声かけを大切にし、住民同士がお互い

を理解し、困っているときに気づきあい、必要な支援につながる

地域を目指します。 

【めざす姿】 

○一人ひとりの多様な背景を相互に理解で

きる

○日ごろの見守りから、困っている人に気づ

き、必要な情報を届けることができる

○誰もが支える側、支えられる側になるよう

な「お互いさま」の関係がある

○支援機関や関係団体が連携できている

柱 

Ⅱ 

すこやか 

たすけあい 

つながり 
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第５期計画の評価指標 

今後の第５期計画の推進状況を把握するため、下記６つを取組の評価指標としています。 

第５期計画でも、取組を進めていくことで地域の交流が深まり、住民が安心して健やかに暮らせる住みよいま

ちになることを目指していますが、下記指標値の上昇は一人ひとりの幸せにつながるとともに、幸せな生活をみ

んなで支える地域の実現に近づく一つの目安となります。 

指標 考え方 直近の推移 目標値 

定住の意向 

区民アンケートにおいて、現在お住まいの地域に、こ

れからも住み続けたいと「思う」「どちらかといえばそ

う思う」を合わせた割合 

74.8％ 

（平成 26年度)

－ 
85.1％ 

（令和６年度）
⤴ 

地域活動への 

参加状況 

区民アンケートにおいて、ご近所や区内で行われてい

る何らかの「活動に参加している」割合 
－ 

27.5％ 

（令和元年度）

27.9％ 

（令和６年度）
⤴ 

災害時の 

助け合い意識 

区民アンケートにおいて、災害時の地域の助け合いに

は日頃からの顔の見える関係が「とても必要だと思

う」「必要だと思う」を合わせた割合 

91.5％ 

（平成 26年度)

85.5％ 

（令和元年度）

86.0％ 

（令和６年度）
⤴ 

健康診断の 

受診率 

区民アンケートにおいて「この１年間に健康診断を受

けた」割合 

77.8％ 

（平成 26年度)

80.1％ 

（令和元年度）

82.2％ 

（令和６年度）
⤴ 

歯科健診の 

受診率 

区民アンケートにおいて「この１年間に歯科健診を受

けた」割合 

52.9％ 

（平成 26年度)

57.4％ 

（令和元年度)

67.6％ 

（令和６年度)
⤴ 

地域の居場所数 

区内の「地域子育て支援拠点」「つるみ・ふらっとるー

む」「親と子のつどいの広場」、高齢者の「居場所・サ

ロン」・「認知症カフェ」等の介護予防に資する住民主

体の通いの場等、地域の居場所の合計 

161 か所 

（平成 28年度）

263 か所 

（令和元年度）

419 か所 

（令和６年度）
⤴ 

 

 

 

 

 

 

 

 
まずは、地域のみなさんで話し

合う機会を設定してみませんか？

区役所・区社協・ケアプラザなど

で構成する「地区別支援チーム」

も、サポートさせていただきま

す！ 

第５期鶴見・あいねっとの評価指標について 

 第５期鶴見・あいねっとでは、第４期と同様、指標の目標

を上昇（⤴）と設定しています。 

 評価指標は、地域の福祉や保健活動の進捗を確認するため

のいわば「みちしるべ」としての役割を果たしますが、最も

大切なのは、目標に向かって進んでいく過程で地域の皆さん

がともに考え、話し合い、協力していくことです。この過程

での対話や協力は、地域の絆を深め、共通の理解を築くため

の貴重な機会となります。 

【寺尾地区あいねっと地区懇談会に旭小学校の児童が参加】 
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市計画との関係 
 横浜市地域福祉保健計画は、横浜市全体の基本理念と方向性を示す「市計画」、市内 18
区ごとの特性に応じた「区計画」、地区ごとの課題に対応した「地区別計画」で構成されて
います。 

区計画の経過 
（ 

（１）第１期計画の経過 平成１７年度～平成２１年度
１８区の中で先行して策定する区の一つとして、平成１７年３月に、区計画及び地区別

計画が策定されました。 

（２）第２期計画の経過 平成２２年度～平成２７年度
第１期計画では、「地域福祉保健計画」と区社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」が連

動して、地域の福祉保健活動を総合的に下支えすることとしていましたが、第２期計画か
らは、区と区社協が策定プロセスを共有し一体的な計画として策定しました。 

（３）第３期計画の経過 平成２８年度～令和２年度
第３期計画では、基本理念の実現を目指して３つの「推進の柱」を掲げ、その柱に沿っ

て地域の皆さん、区役所・区社協・地域ケアプラザ等が連携し、取組を進められるよう策
定しました。 

（４）第４期計画の経過 令和３年度～令和７年度
67 ページ「第４期計画の振り返り」をご覧ください。

基本理念と方向性を示
し、区計画の推進を支援
する計画。 
（愛称：よこはま笑顔 
プラン） 

・区の特性に応じた、区民に
身近な中心的計画
・区域全体の共通課題、地域
の支えあいだけでは解決で
きない課題に対する取組

区計画（鶴見・あいねっと） 市計画 

区全体計画 

・地区ごとの課題に対応す
るために、地域が主体とな
り、関係団体・機関と協働
して策定・推進する計画

地区別計画 

【基本理念】地域社会のつながりをつくります 
必要な人には確実に支援が届く仕組みをつくります 

  互いに支えあう相互扶助の地域社会をつくります 
 

【基本理念】健康で住みやすい福祉のまちに！ 
【推進の柱】一つ目の柱 つながりのある地域づくり 

   二つ目の柱 必要な人に支援が届く仕組みづくり 
三つ目の柱 互いに支えあう地域社会づくり 

 

【基本理念】たすけあい・支えあい・人と人とのネットワーク 
【推進の柱】一つ目の柱 つながりのある地域づくり 

二つ目の柱 必要な人に支援が届くしくみづくり 
三つ目の柱 健やかに暮らせる地域づくり 

 長く続いて

いる計画な

んだね！ 
地域のみなさ

んの力だね！ 
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柱１︓つながりのある地域づくり キーワード
交流・多様な主体

柱２︓必要なときに支援が届く地域づくり キーワード
支えあい・見守り 

第４期計画の振り返り（推進委員会・策定プロジェクト＋区・区社協・地域ケアプラザ） 

＜具体的な取組＞ 
① 認知症カフェや介護者の集いなど、当事者や家族の孤立予防につながっています。こども食堂や地域食堂など、

新たな居場所も増えています。地域情報の発信には、様々な人に必要な情報が届くよう工夫しています。
② 災害時要援護者名簿の活用や地域独自の見守りツールの活用、小学生の登下校時の見守り活動など、地域ご

とに工夫して見守りのすそ野を広げています。
③ 認知症サポーター養成講座の開催やキャラバンメイト連絡会への参加、自立支援協議会などを通した権利擁護の

取組、消費者被害に関する講座の開催など、権利擁護のための取組が進んでいます。

柱３︓健やかに暮らせる地域づくり 
キーワード
健康

〈具体的な取組〉 
① フレイルや閉じこもり予防講座が開催されました。また、土曜開催や託児付講座など、どのような世代でも健康づくりに

参加できる工夫をしながら企画されています。また、学校と連携した子どものころからの健康づくりを考える取組も進めら
れています。

② 障害の有無にかかわらず、誰でも参加者できるスポーツのイベントが実施されています。大学生と実施したイベント等、
若いころから健康づくりに関わるきっかけとなりました。

③ ボランティア活動等のニーズが多様化しています。住民のそれぞれの力を生かす場づくりや機会づくりに取り組みました。

＜具体的な取組＞ 
① コロナ禍以降は、実施形態を工夫しながら、イベント、地域交流の取組が行われています。一方で、担い手の高

齢化や担い手不足により活動が終了した団体や、今後の継続に不安を感じている団体もあります。
② 各種連絡会への民間企業の参加や、若い世代の参加、新たな団体・世代とのつながりが生まれています。また、

地域と学校が一緒に地域活動に取り組む地域が増えており、子どもの意見を地域活動に生かしていく視点が広
まっています。

③ 地域や関係機関が連携しながら、地域の担い手を増やすための講座や研修会を実施しています。
 

土台：人材

第４期計画の振り返り・第５期計画に向けて 

土台：相互理解

土台：場・機会 

第 4 期計画の「推進の土台」ではすべての地域活動を充実される共通の要素を推進の柱から抽

出・設定し、各地区や区役所、区社協、地域ケアプラザそれぞれの取組を推進してきました。 

第 5 期計画策定に向けては、検討の場を設け第 4 期計画の基本的な考え方を継承しながら「推

進の土台」をそれぞれの柱に吸収しました。また、大切にしたいキーワードを出し合いながらどんな

地域をめざしていくのかをまとめました。
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第５期計画に向けて 

＜大切にしたいこと＞ 

＜大切にしたいこと＞ 

＜大切にしたいこと＞ 

将来をつくる子どもの意見を取り入れよう！ 

積極的に地区の情報を発信して、子ども、子育て世代に
参加してもらい、つながるきっかけを作ろう。 

企業や事業所等の力にも頼りながら、高齢化・担い手不
足が解消できるといいな。福祉分野をこえたつながりを
考えよう。 

協力をしてもらえそうな団体と、地域の様々なニーズを
結びつける「つなぎ役」がいるといいな。 

支援が必要な人が相談につながるよう様々な居場所や必
要な支援につながるといいな。支援者同士の連携も大切
だね。 

日ごろからあいさつができる関係であれば、気にかけて
もらったり、見守られている安心感があるよね。 

地域には外国にルーツがある方、障害がある方、性的
マイノリティの方など地域には様々な背景がある人が
いることを理解しておく必要があるね。

誰もが参加したいと思える健康づくり講座や居場所があ
るとよいな。 

健康づくりに興味をもってもらうために、また子どものこ
ろから健康意識を高めもらうために、企業・学校等とコラ
ボできるといいね。 

得意なことを地域で生かせる場があるといいね。自分の役
割が地域の中であると健康につながるよね。 

★子ども・学校・若い世代
★分野をこえたつながり

新しいつながり方・つなぎ役
★つながり・交流の場
★高齢化・担い手不足

→多様な人や団体が参加し、
つながっている地域

活発な意見が出たね～みんなの計
画だからいろいろな意見を反映さ

せていこう！ 

★困っている人に気づく・情報が届く
★おたがいさまの関係
★一人一人の多様な背景
★縦割りではない相談支援

→困ったときにお互いに気づき、
助けあえ、支援が届く地域

★誰でも参加できる
★楽しい内容・コラボ
★認知症の理解
★用事や役割がある＝健やかでいられる

→心も体も健やかでいられる地域
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鶴見区では、地域の皆さんが「顔の見える関係づくり」を大切にしながら、福祉・防災・子育て・
健康づくりなど、さまざまな分野で活躍しています。推進委員会・策定検討プロジェクトのメン
バーは、こうした地域の力を結集し、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して、鶴見区全体
の取組を考えていく役割を担っています。

鶴見・あいねっと推進委員会 / 策定検討プロジェクトのメンバーの団体・活動紹介

～「顔の見える関係づくり」を大切に～
区内には126の自治会・町内会があり、自主的に

地域福祉活動・レクリエーション活動・防災防犯活動
などに取り組んでいます。
この単位自治会が地域ごとに集まって、17の地区

連合町内会を形成しており、顔と顔の見える関係づ
くりを大切に、区民の皆さまや関係機関とともに地
域の福祉・環境・防犯・防災等、さまざまな課題解決
に取り組んでいます。

自治連合会

～地域の「身近な相談相手」として～
区民を取り巻く環境が複雑化する中、常に住民

の立場に立って人々の暮らしを支え、支援が必要
な人を見逃さないよう「見守り活動」を行っていま
す。住民と専門機関をつなぐパイプ役として、やり
がいをもって活動しています。

民生委員・児童委員協議会

地域の皆さんの健康づくりを応援します！

ウォーキングや体操教室、健康測定会、子育て支
援など、さまざまな健康づくりの活動を行っていま
す。地域の皆さんが“楽しく”健康づくりに取り組め
るよう、これからも、笑顔あふれる健やかな地域を
目指して、みなさんと一緒に活動していきます。

保健活動推進委員

スポーツで笑顔あふれる街づくり・仲間づくり
ボッチャやソフトボールの大会では、子どもも大

人もみんなが主役！笑い声が響く会場では、ハイ
タッチしたり、応援したりとにぎやかです。スポーツ
やレクリエーションを通じた、世代をこえて地域が
つながる、活動をすすめています。

スポーツ推進委員連絡協議会

自分の地域は自分たちで良くしていこう

地域住民の最も身近な福祉活動を行う団体として
組織された地域住民による任意団体です。「一人ひと
りの困りごとを解決できる地域づくり」を目的として
高齢者食事会・見守り活動・親子の集い・福祉保健講
座・広報紙発行など、各地区の実情に合わせて様々
な活動を行っています。

地区社会福祉協議会

おはようさん!!今日も元気であしたもネ

～仲間づくりを通し、生きがいと健康づくり～
高齢者の自主的な組織として生活を豊かにする

楽しい活動を行っています。ボッチャ大会、ペタンク
大会、グラウンド・ゴルフ大会やカラオケ大会など、
知識や経験を活かして長寿社会の実現や保健福祉
の向上を目指しています。

鶴見区老人クラブ連合会
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あなたの近くに！地域ケアプラザ
誰もが地域で安心して暮らせるよう、身近な福

祉・保健の拠点となる施設です。支援を必要として
いる方の相談窓口やボランティア等の活動場所の
提供、催しの開催などを行っています。区内を９ヶ
所のエリアにわけて、地域の方とともに、地域づく
りにも取り組んでいます。

地域ケアプラザ

地域とともに心を飾る
隣接する公園に七夕やクリスマスの飾りつけを、

施設利用者や地域住民とともに取り組んでいます。
公園利用者からは「今年もきれいだね」といった温
かい言葉もいただくようになり、こうした活動を通
じて、障がいの有無に関係なく「ともに
支え合う」地域づくりを今後も目指して
いきたいと考えています。

つるみ地域活動ホーム幹

♡子育て中の方が笑顔になれるように♡
【預かり保育】や親子で集まれる会の開催などを

通じて、子育て家庭の応援をしています。子育て中
のママが心や体が疲れてしまう前に、ほんの少しお
子さんと離れ、自分を取り戻す時間を持てると余裕
が生まれ少し心が軽くなって笑顔になれたりします。
ママが頑張りすぎないでいられるようなお手伝
いができたらと思っています。

まめっこひろば（横浜市乳幼児一時預かり事業）

多文化共生のまちづくり

多文化共生の地域づくりの拠点となる公共施設
です。鶴見区多文化共生基本指針に基づきだれも
が安心して豊かに生活できるよう、多言語での相
談対応や情報提供のほか、日本語教室や外国につ
ながる子どもたちの学習支援教室、未就学児の保
護者向け生活ガイダンス、異文化体験イベントなど
の事業を行っています。

鶴見国際交流ラウンジ

介護者の横のつながりを大切に
おりづる会は、家庭で高齢の家族を介護してい

る人の負担を少しでも軽減するため、２０００年に
設立されました。介護の苦労や悩みなどを打ち明け
あうつどいの開催を通じて、介護者の心のケアや横
のつながりづくりを行っています。

介護者の集い おりづる会

ふれあい広がる子育てひろば

０歳から就学前の子どもとその保護者、妊娠中の
方とご家族が利用できる、登録制・無料の子育て支
援施設です。ひろばでの交流や親子のふれあい、子
育て相談、情報提供などを行い、地域のつながり合
いを大切にしながら、安心して子育てできるまちづ
くりを目指しています。

鶴見区地域子育て支援拠点
「わっくんひろば」「わっくんひろばサテライト」
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会員同士だけでなく、社会とのつながりも大切に
鶴見区視覚障害者福祉協会は、視覚障害者の生

活と福祉の向上を目指して1970年に設立されまし
た。

映画鑑賞、カラオケ、バスハイクなどの行事や「見え
ない方」・「見えづらい方」の
相談会の開催のほか、
他ボランティア団体との交流
も大切に活動を続けています。

鶴見区視覚障害者福祉協会

こころの病を持つ方のご家族同士の支えあい

懇談会、バスハイク等を通じ、同じ立場の家族が
話し合い、交流しています。また専門家を招いての
講演会では、病気についての理解や対応の仕方を
学んでいます。家族会役員による家族相談も実施し
ています。（毎月第２
水曜日の午後２時から４時
まで。鶴見区在住のご家族
が対象）

鶴見区精神障害者家族会 のぞみ

鶴見区の子どもたちが育てる「地域との絆」
区内には10校の市立中学校があります。地域に

もっと愛着を持ち、暮らしやすいまちにしていく

ために、地域清掃、お祭りへの参加、地域の課題を
話し合う場への参加など様々な活動に取り組んで
います。活動を通じて、
「自分のまちが好き」「地域
の人とつながっている」と
いう気持ちを育てています。

中学校

～安心して地域で暮らしつづけられるように～
多職種や地域の方々と連携し、切れ目のない支

援を大切にしています。医療を通じて、地域の「つな
がり」を育み、安心して暮らせるまちづくりを目指し
ています。ご縁をいた
だき「鶴見・あいねっと」に
20年にわたり関わって
います。

株式会社メディコラボ研究所（学識経験者）

交通事故のない安全な街づくりを目指しています。
「はまっ子交通安全教室」等で交通指導員が子ども
達に自転車の乗り方等を教える他、春夏秋冬の交
通安全期間中の啓発物品の配布、ランドセルカ
バーの制作等を実施しております。

（一社）鶴見交通安全協会

鶴見区の「情報拠点」を目指す鶴見区特化型の情報

発信サイトです。※「ポータル」=「入口」
ジャンルや世代問わず魅力的な活動や人を取材し情
報を流通させるとともに、地域の課題解決のために
顔の見えるつながりも生み出そうとイベント等も企画。
楽しく住み続けられるまちを目指して活動しています。

鶴見区特化型ポータルサイトこれつる〜日日是つるみ〜

ネットワークを活かしてささえあいのまちづくり
区内のボランティア・市民活動団体35団体が、

定例会や交流会での情報交換、スキルアップの
ための研修などを行っています。また、団体紹介
カードを活用し、お互いの活動を知り、より一層の
連携につなげています。
例年、鶴見・あいねっと推進
フォーラムで各団体のパネル
展示を行い、活動の周知に
努めています。

鶴見区社会福祉協議会
ボランティア・市民活動団体分科会

鶴見区内にて「親子まるっと伴走支援」を掲げ、ケ
アが必要な家族とそこで暮らす子どもたちへの福
祉サービスの調整、放課後の居場所づくりなどをし
ています。

全ての子どもの安心と希望の実現を目的に、オモ
シロがる大人たちとのつながりの中で挑戦してい
くことを日々楽しんでいます。

一般社団法人Omoshiro
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（令和６・７年度） 

氏名 所属団体等 備考 

1 石井 キヨ子 鶴見区社会福祉協議会 ボランティア・市民活動団体分科会 分科会長 

2 板山 重樹 駒岡地域ケアプラザ所長 

3 祝出 真紀子 鶴見区地域子育て支援拠点 「わっくんひろば」施設長 

4 押山 道代 横浜市乳幼児一時預かり施設 まめっこひろば 施設長 

5 小林 広子 鶴見国際交流ラウンジ 館長 

6 小林 政晴 鶴見区自治連合会福祉保健部長（小野町地区自治連合会会長） 

鶴見区民生委員児童委員協議会 会長 

7 斉藤 達之 つるみ地域活動ホーム 幹 施設長 

8 清水 和枝 鶴見区介護者の会 おりづる会 世話人代表 

9 巴 伸一 鶴見区スポーツ推進委員連絡協議会 会長 

10 八森  淳 株式会社メディコラボ研究所 代表取締役（つながるクリニック 院長） 

11 日向 邦夫 鶴見区老人クラブ連合会 会長 

12 平森 義教 鶴見区中学校長会 理事（横浜市立 市場中学校校長） 

13 福井 司臣 鶴見区精神障害者家族会 のぞみ 会長 

14 増子 眞智子 鶴見区保健活動推進員会 会長 

〃    副会長 

～令和６年度 

芦沢 年子 令和７年度～ 

15 松坂 治男 鶴見区視覚障害者福祉協会 副会長 

16 宮野 昌夫 鶴見区社会福祉協議会 地区社協分科会 分科会長 

17 大野 慶太 鶴見交通安全協会 会長 東宝タクシー株式会社 代表取締役 

一般社団法人全国子育てタクシー協会 会長 

※ 

18 勝呂 ちひろ 一般社団法人 Omoshiro 代表理事 ※ 

19 浜田 貴也 鶴見区特化型ポータルサイトこれつる〜日日是つるみ〜編集長 ※ 

（敬称略・五十音順） 

※第５期策定検討プロジェクトのみ参加のメンバーです。

・表記は令和７年度時点のものです。

見 推進委員 策定検討 団体 活動紹介

鶴見・あいねっと推進委員会委員 / 第５期計画策定検討プロジェクトメンバー 名簿 

■ 第５期策定検討プロジェクト

第４期の振り返り、第５期計画に向けて新たに取り

組む視点等について話し合いました。 

■ 鶴見・あいねっと推進委員会

第５期の方向性の確認、計画全体構成等について

確認を行いました。
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＜資料編＞区民アンケート調査結果（抜粋）

今より
もう少し

つながりたいと
思ってるよ

●近隣との関わりについて

15.9%

8.4%

14.9%

6.4%

23.4%

20.5%

38.4%

48.4%

4.1%

10.8%

3.4%

5.6%日頃の
付き合いの程度

希望する
付き合いの程度

日頃、近所の人とどの程度の付き合いをしていますか？/どの程度の付き合いを望みますか？

参加したいと
思っている人は
たくさんいるよ●地域活動への参加状況・参加意向

次のような活動に参加していますか？

●活動に参加したきっかけ

活動に参加したきっかけは何ですか？

6.4%

8.6%

15.2%

4.9%

7.5%

1.8%

1.1%

1.8%

0.8%

2.9%

38.9%

43.5%

27.2%

41.4%

36.2%

30.2%

29.0%

30.6%

30.8%

34.4%

47.6%

40.6%

49.2%

45.1%

48.6%

59.2%

60.6%

58.0%

59.6%

53.8%

7.1%

7.2%

8.2%

8.6%

7.6%

8.8%

9.2%

9.6%

8.9%

9.0%

健康づくりに関する活動

趣味・教養・スポーツなどの活動

お祭りや運動会などのイベント活動

防犯・防災・交通安全などの活動

草むしり・ごみ拾いなどの清掃活動

高齢者支援に関する活動

障がい者支援に関する活動

子育て支援に関する活動

多文化共生・理解に関する活動

その他ボランティア活動

参加している 今は参加していないが
参加してみたい

今は参加していないが
今後も参加するつもりはない 無回答

困ったときに
相談や助け合いができる

簡単な頼みごとが
できる

たまに世間話や
立ち話をする

顔を見れば
あいさつをする

まったく
付き合いはない

無回答

36.8%

33.6%

32.3%

11.2%

10.8%

7.2%

5.8%

自治会・町内会の誘い

友人・知人の誘い

回覧板や掲示板を見て

活動団体の誘い

インターネット・SNS などを見て

家族のすすめ

その他

地域での
声かけが
大切だね
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●あったらいいと思う交流の場

●充実するとよいと思うこと

地域がもっと住みやすくなるために、どのようなことが今後充実するとよいと思いますか？

41.4%
38.4%

31.0%
28.1%

27.2%
25.8%

20.1%
17.5%

12.1%
11.0%

10.0%
9.1%

8.4%
5.4%

4.0%
3.6%

高齢者世帯の安否確認・見守り

隣近所でのあいさつ・声かけ

高齢者への介護予防や介護者への支援

様々な世代の方が気軽に過ごせる場所

こどもの居場所・学習支援・こども食堂

子育て中の親への支援

認知症に対する理解・支援

障がい者に対する理解・支援

外出や買い物の手助け

閉じこもりがちな方への支援

ボランティアなどの地域活動やその担い手の充実

生活習慣病等を予防するための健康づくりへの取組み

低所得世帯への就労支援・学習支援

外国人居住者に暮らしやすいまちづくり

特に必要だと思うことはない

その他

地域みんなの想いを
込めて、あいねっとを

策定しているよ！

37.5%

31.1%

23.8%

17.8%

16.0%

14.6%

12.0%

11.8%

10.4%

5.9%

4.0%

地域サロン（地域で気軽に集まれる場所）

健康づくり・介護予防ができる場所

こども食堂、みんなの食堂

みんなの畑（市民農園）

こどもの学習支援

多世代交流サロン

子育てサロン

国際交流ができる場

介護者、当事者の集い、障害児の親の会等

認知症カフェ

その他

いろんな
集いの場所が

あるといいね！

地域の中で、あったらいいなと思う交流の場は何ですか？

令和６年度第５期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査
詳しい結果報告書はこちら
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関係機関一覧 

１ 地域ケアプラザ（自分自身やご家族のことで不安なことがある場合の問合せ先） 

施設名 所在地 電話番号(045) FAX(045) 

潮田地域ケアプラザ 鶴見区本町通４-171-23 507-2929 507-2930

矢向地域ケアプラザ 鶴見区矢向４-32-11 573-0020 573-0027

寺尾地域ケアプラザ 鶴見区東寺尾６-37-14 585-5566 585-5737

東寺尾地域ケアプラザ 鶴見区東寺尾１-12-３ 584-0129 570-6202

駒岡地域ケアプラザ 鶴見区駒岡４-28-５ 570-6601 570-6602

鶴見市場地域ケアプラザ 鶴見区市場下町 11-５ 504-1077 500-6677

鶴見中央地域ケアプラザ 鶴見区鶴見中央１-23-26 508-7800 508-7808

生麦地域ケアプラザ 鶴見区生麦４-６-４ 510-3411 510-3018

馬場地域ケアプラザ 鶴見区馬場７-11-23 576-4231 576-4233

近隣の地域ケアプラザにまずはお電話等にてお問合せください。 

地域ケアプラザの機能等について、詳しくは二次元コードで参照ください。 

２ 鶴見区役所 

課名 所在地 電話番号(045) FAX(045) 

総務課 鶴見区鶴見中央３-20-１ 510-1653 510-1889

区政推進課 510-1678 504-7102

地域振興課 510-1687 510-1892

福祉保健課 510-1826 510-1792

高齢・障害支援課 510-1768 510-1897

こども家庭支援課 510-1797 510-1887

生活支援課 510-1782 510-1899

相談したい内容が決まっている場合は、区役所へお問合せいただくとスムーズです。 

内容によって窓口が異なります。二次元コードもあわせてご参照ください。 

３ 福祉保健関係・拠点施設 

施設名 所在地 電話番号(045) FAX(045) 

鶴見区社会福祉協議会 

（鶴見区福祉保健活動拠点） 

鶴見区鶴見中央４-37-37 

リオベルデ鶴声２階
504-5619 504-5616

鶴見区基幹相談支援センター 

（つるみ地域活動ホーム 幹） 
鶴見区北寺尾４-21-20 580-5066 582-1313

鶴見区生活支援センター 
鶴見区豊岡町 28-４ 

ハーモニーとよおか 4階
576-3173 576-3172

鶴見区地域子育て支援拠点 

わっくんひろば 
鶴見区豊岡町 38-４ 582-7590 582-7591

鶴見区地域子育て支援拠点 

わっくんひろばサテライト 
鶴見区尻手１丁目４-51 642-5710 585-0051

鶴見国際交流ラウンジ 
鶴見区鶴見中央１-31-２ 

シークレイン２階
511-5311 511-5312

つるみ区民活動支援センター 
鶴見区鶴見中央３-20-１ 

鶴見区役所２階 
510-1694 510-1716

≪地域ケアプラザ一覧≫ 

≪鶴見区役所の業務案内≫ 

≪地域ケアプラザ紹介≫ 
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第５期鶴見・あいねっと（鶴見区地域福祉保健計画）素案への
ご意見・ご提案等をご記入ください。

ご協力ありが と うご ざ い まし た 。

あなたの声をお聞かせください

【 】ページ
【 】について
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料金受取人払郵便

鶴見局
承認

４７４

2 3 0 8 7 9 0

差出有効期限

令和7 年11月 
20日まで

期 間 内（切手不要）

〈受取人〉

横浜市鶴見区鶴見中央 3-20-1

鶴見区役所福祉保健課

事 業 企 画 担 当 行

■差支えなければ、ご記入された方についてお答え

く だ さ い 。

①年代（○を つ け て く だ さ い 。 ）

20歳未満  20歳代

50歳代 60歳代

30歳代

70歳代

40歳代

80歳以上

皆さんのご意見をお待ちしています
～令和 ７ 年 11 月 20 日（木）まで～

■意見募集の内容
「第５期鶴見区地域福祉保健計画（鶴見・あいねっと）素案」へのご意見・ご提案を募
集します。

■意見の募集方法
郵送、FAX、電子メール及び横浜市ホームページの電子申請フォームで、ご意見を

お寄せください。郵送による応募は、下記ハガキをご利用ください。「第５期鶴見区地
域福祉保健計画（鶴見・あいねっと）素案」へのご意見である旨を明記し、ご意見に関連
する箇所が分かるようにご記入ください。
■送付先
郵 送

F A  X

電子メール

電子申請

・いただいたご意見の概要と、それに対する鶴見区の考え方を
まとめ、鶴見区のホームページにて公表します。個別の回答
はいたしませんので、あらかじめご了承ください。いただい
たご意見の内容につきましては、個人情報を除き公開される
可能性がありますので、ご承知おきください。

・ご意見を正確に把握する必要があるため、電話によるご意見
は受け付けておりませんので、あらかじめご了承ください。

・ご意見の提出に伴い取得したメールアドレス、ＦＡＸ番号等
の個人情報は「個人情報の保護に関する法律」の規定に従い
適正に管理します。

・いただいた情報は、この意見募集以外の目的で利用したり、
第三者に提供したりすることはありません。

令和 ７ 年 10 月 編集・発行

鶴見区役所 福祉保健課事業企画担当
〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央 3-20-1 
TEL︓045（510）1826 FAX︓045（510）1792

社会福祉法人 横浜市鶴見区社会福祉協議会
〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央４-37-37

リオベルデ鶴声２階
TEL︓045（504）5619 FAX︓045（504）5616

郵 便 は が き

〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央３－20－１
鶴見区役所福祉保健課事業企画担当 あて
045-510-1792
tr-fukuho@city.yokohama.lg.jp
鶴見あいねっと 検 索 電子申請フォームは、こちらの 

二次元コードからアクセスできます

mailto:tr-fukuho@city.yokohama.lg.jp



